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ルを加速する
チェタン・マクバナ、アマゾン ウェブ サービス

2025 年 4 月 (ドキュメント履歴)

高品質のソフトウェアに対する需要の高まりにより、組織はソフトウェア開発ライフサイクル 
(SDLC) を加速する方法を常に模索しています。組織が競争力を維持するには、製品品質を維持また
は改善しながら、市場投入までの時間を短縮することが重要です。これらの課題に対処するには、ソ
フトウェア開発エクスペリエンスを進化させ、プロセスを合理化し、ソフトウェア開発チームが生産
性と創造性を高める最先端のテクノロジー、方法論、プラクティスを使用する必要があります。次世
代の開発エクスペリエンスの出現は、ソフトウェアの構想、構築、テスト、デプロイ方法の大きな変
化を示しています。クラウドネイティブ開発、AI 駆動型オートメーション、高度なプロジェクト管
理、コラボレーションツール、DevSecOps など、さまざまな機能が統合されており、SDLC の効率
と有効性をまとめて強化します。

この変換の最前線にあるのは、ソフトウェアエンジニアリングにおける生成 AI の台頭です。ガート
ナーによると、2023 年の 5% と比較して、プラットフォームエンジニアリングチームの 40% が AI 
を使用して 2027 年までに SDLC のすべてのフェーズを強化します。このレポートでは、ソフトウェ
アエンジニアリングのリーダーは、開発プロセスにとって重要な幅広い分野で生成 AI を採用する準
備をする必要があることも述べています。別のレポートでは、McKinsey の調査によると、デベロッ
パー速度インデックスが高い企業は収益が 4～5 倍速く、株主収益が 60% 高く、イノベーションが 
55% 高いことがわかります。コード生成だけでなく生成 AI を採用することで、組織はソフトウェア
開発ワークフローで新しいレベルの効率、生産性、イノベーションを引き出すことができます。これ
により、手動作業を減らし、インサイトを明らかにし、人間の専門知識を高めることができます。

目的
この戦略ドキュメントでは、生成 AI を使用して SDLC を高速化するのに役立つフレームワーク、基
本的な機能、ユースケース、ベストプラクティス、成功メトリクスの概要を説明します。製品の品質
と効率を向上させるために、すべての開発段階で生成 AI を効果的に統合する方法について説明しま
す。

この戦略ドキュメントは、お客様とお客様の組織が次の目標を達成するのに役立ちます。

• フレームワーク、基本的な機能、ユースケース、ベストプラクティス、成功メトリクスを実装し
て、生成 AI で SDLC を高速化します。

目的 1
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• すべての開発段階で生成 AI を効果的に統合し、製品の品質、リリース速度、開発効率を向上させ
ます。

• プロセスを合理化し、開発チームを強化する最先端の AI テクノロジー、方法論、プラクティスを
組み込むことで、次世代のソフトウェア開発に適応します。

対象者

この戦略ドキュメントは、IT リーダー、エンジニアリングマネージャー、最高技術責任者、ソフト
ウェア開発チームが、開発プラクティスに生成 AI を適用してソフトウェア開発のライフサイクルを
加速したいと考えている方を対象としています。

対象者 2
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ソフトウェア開発エクスペリエンスについて
ソフトウェア開発エクスペリエンスには、ソフトウェア開発ライフサイクル (SDLC) 全体で開発チー
ムが使用する環境、ツール、プロセスが含まれます。これには、統合開発環境 (IDE)、コラボレー
ションプラットフォーム、テストフレームワーク、ナレッジ管理システム、デプロイパイプラインな
どが含まれます。

適切に設計された開発エクスペリエンスにより、ワークフローが合理化され、手動作業が軽減さ
れ、チームが価値の高いタスクに集中できるようになり、最終的に SDLC が高速化されます。例え
ば、IDE、バージョン管理システム、デプロイツールをシームレスに統合することで、デベロッパー
は、手動のハンドオフとコンテキスト切り替えを必要とするフラグメント化されたツールチェーンと
比較して、コードの書き込み、テスト、デプロイの速度と効率が向上します。同様に、堅牢なナレッ
ジ管理フレームワークを統合することで、チームは組織の知識、ベストプラクティス、ドキュメント
に簡単にアクセスして共有できます。これにより、全体的な生産性と問題解決能力が向上します。

ソフトウェア開発の経験は、ソフトウェア開発チームの全体的なパフォーマンスと成功に直接影響し
ます。最適ではないエクスペリエンスは、以下につながる可能性があります。

• 生産性の低下 – 非効率的なツール、複雑なワークフロー、自動化の欠如によりチームの生産性が
低下し、機能や更新の提供が遅くなります。

• 技術的負債の増加 – ツールとアドホックプロセスの統合が不十分な場合、技術的負債が発生する
可能性があり、時間の経過とともにソフトウェアシステムの保守とスケーリングがより困難になり
ます。

• イノベーションの低下 – 手動の反復的なタスクに悩まされると、チームが新しいテクノロジーを
探索し、イノベーションを推進する能力が制限されます。

• 侵害された品質 –  断片化されたテストとデプロイプロセスにより、ソフトウェアの欠陥や脆弱性
のリスクが高まります。これは、配信されるソフトウェアの全体的な品質に悪影響を及ぼす可能性
があります。

適切に設計されたソフトウェア開発エクスペリエンスに投資することで、市場投入までの時間の短
縮、ソフトウェア品質の向上、ソフトウェア開発チームの満足度の向上、ビジネスの俊敏性の向上な
ど、大きなメリットを引き出すことができます。
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生成 AI によるソフトウェア開発エクスペリエンスの強化

生成 AI をソフトウェア開発ライフサイクル (SDLC) に統合することは、ソフトウェア開発チーム全
体のソフトウェアソリューションの構想、設計、実装、保守方法のパラダイムシフトを表します。生
成 AI は、プロジェクト管理、要件収集、設計、コーディング、テスト、デプロイ、メンテナンスな
ど、SDLC のあらゆるフェーズに変革をもたらす可能性があります。

生成 AI を活用した開発エクスペリエンスは、製品マネージャー、デザイナー、ソリューションアー
キテクト、開発者、テスター、運用担当者など、ソフトウェア開発チーム全体のインテリジェントな
共同作業者として機能します。コンテキストに応じた支援を提供し、アーティファクト (ユーザース
トーリー、設計モックアップ、コードスニペット、テストケースなど) を生成し、ほぼリアルタイム
の提案を提供し、潜在的な問題が発生する前に予測します。この AI 拡張アプローチにより、チーム
メンバーの認知負荷が大幅に軽減されます。これにより、生成 AI がより日常的で反復的なタスクを
処理しながら、高レベルの戦略的意思決定と複雑な問題解決に集中できます。

生成 AI は知識の蓄積にも役立ちます。これにより、チームメンバーは膨大なデータリポジトリから
関連情報、ベストプラクティス、パターンにすばやくアクセスできます。これにより、組織全体で専
門知識を効果的に民主化できます。開発ツールチェーン全体で生成 AI 機能をシームレスに統合する
ことで、ソフトウェア開発チーム全体でより直感的で効率的で生産的な環境を作成できます。この拡
張開発エクスペリエンスにより、SDLC が高速化され、全体的な品質が向上します。また、チームメ
ンバーが新しいアイデアやアプローチをより迅速に検討できるため、エラーを減らし、イノベーショ
ンを促進します。

生成 AI を活用した開発経験を組織で採用するには、次の主要な要素を考慮してください。

• 5-I フレームワーク – 5 つのディメンションで構成される 5-I フレームワーク は、最新のソフト
ウェア開発のプロセスをナビゲートするための包括的なアプローチを提供します。SDLC のすべて
のステージに生成 AI を体系的に適用するのに役立つ構造化された方法を提供します。

• 基本的な機能 – 最新のソフトウェア開発のさまざまな側面で生成 AI の能力を最大限に活用するに
は、堅牢な基盤機能を確立する必要があります。これらの機能は、AI を活用した開発エクスペリ
エンスのバックボーンを形成します。これらの機能は、 SDLC 全体で生成 AI を統合して使用する
のに役立ちます。

5-I フレームワークと基本的な機能は、ソフトウェア開発エクスペリエンスを再考するための戦略を
形成します。5 つのディメンションは、生成 AI を適用するための戦略的フレームワークを提供し、
基盤となる機能は、この AI 主導のアプローチをサポートする組織を準備します。Amazon Bedrock

4
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AWS のサービス、Amazon SageMaker AI、Amazon Q Developer、Amazon Q Business などの は、
ソフトウェア開発エクスペリエンスに統合できる生成 AI の機能を提供します。

AI を活用したソフトウェア開発エクスペリエンスのための 5-I フ
レームワーク
5-I フレームワークは、ソフトウェア開発チームが生成 AI を開発プラクティスに効果的に統合する
ための構造化されたアプローチを提供します。SDLC 全体で生成 AI を使用するための堅牢な基盤を
確立するのに役立ちます。また、生成 AI の可能性を最大限に活用するための適切な開発プラクティ
ス、ワークフロー、考え方を設定するのにも役立ちます。

このセクションは、以下のトピックで構成されます。

• フレームワークの概要

• ソフトウェア開発ライフサイクルとの統合

フレームワークの概要

5-I フレームワークは、調査、統合、対話、反復、影響の 5 つの主要なディメンションを中心に構築
されています。各ディメンションは、生成 AI がソフトウェア開発プロセスを大幅に強化する重要な
領域を表します。これらの側面にわたって生成 AI を戦略的に統合することで、フレームワークは最
新のソフトウェア開発の進化するニーズに対応します。これにより、認知負荷を軽減し、創造的な可
能性を高めることができます。理想的な開発エクスペリエンスはツールだけでなく、AI があらゆる

5-I フレームワーク 5

https://docs.aws.amazon.com/sagemaker/latest/dg/whatis.html
https://docs.aws.amazon.com/amazonq/latest/qdeveloper-ug/what-is.html
https://docs.aws.amazon.com/amazonq/latest/qbusiness-ug/what-is.html


AWS 規範ガイダンス 生成 AI AWS を使用して でソフトウェア開発ライフサイクルを加速す
る

段階で人間の機能をシームレスに強化する環境を作成することにも関係していることを認識していま
す。

次の図は、AI を活用したソフトウェア開発の 5 つのディメンションを示しています。各ディメン
ションについて、効率とイノベーションを促進するために生成 AI をどこに統合できるかを示しま
す。

フレームワークの 5 つのディメンションは次のとおりです。

• 調査 – 生成 AI を使用して、ソフトウェア開発プロセス内のすべての分析タスクを強化します。生
成 AI を使用して、要件の理解、大量のデータの処理、パターンの認識、人間の能力を超えたり、
生成にかなり時間がかかるインサイトの生成を行います。これらのインサイトは、情報に基づいた
意思決定を行い、改善の機会をすばやく特定し、高品質のソフトウェアをより効率的に提供するの
に役立ちます。生成 AI は、SDLC 全体の分析プロセスのインテリジェントなパートナーになるこ
とができます。生成 AI を活用することで、要件の収集、レガシーコードベースの検査、製品バッ
クログの最適化など、重要な領域に詳細な分析を適用できます。たとえば、製品所有者は生成 AI 
を使用して、ユーザーストーリーを作成する前にユーザージャーニーや要件を分析できます。開発
チームは非効率性を発見し、既存のコードベースの最適化の機会を特定できます。DevOps エンジ
ニアは根本原因分析を適用して、パフォーマンスの問題やセキュリティの脆弱性を迅速に診断でき
るため、信頼性を向上させることができます。

• 統合 – 生成 AI を統合して、SDLC 全体の幅広いタスクとプロセスを自動化します。これには、
コードスニペット、テストケース、アーキテクチャ設計、ユーザーストーリー、デプロイパイプ
ラインの自動生成が含まれます。これらの通常手動タスクを自動化することで、チームはより戦
略的で革新的な作業に集中できるため、市場投入までの時間を短縮し、高品質のアプリケーション
を実現できます。統合ディメンションは、AI が開発プロセスの不可欠な部分となるソフトウェア
開発のパラダイムシフトを表します。ソフトウェア開発チームと協力して、生産性の向上、品質の
向上、イノベーションの促進を行います。これにより、市場投入までの時間が短縮されます。ソフ
トウェア開発チームは、各ステップで「これは自動化できますか？」と尋ねることで、プロセスと
ワークフローを定期的に評価する必要があります。

• インタラクション – 生成 AI を活用したアシスタントを使用して、さまざまなタスクやクエリで瞬
時にコンテキストに応じたサポートをチームに提供します。これらのインテリジェントアシスタン

フレームワークの概要 6
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トは、膨大な情報リポジトリから派生する知識豊富な共同作業者として機能します。コーディング
に関する質問への回答、設計の提案、標準運用手順の説明、複雑な問題のトラブルシューティング
に役立ちます。これらの AI アシスタントを開発ワークフローに統合すると、生産性が向上し、よ
り協力的で問題解決の環境が促進されます。

• 反復 — 生成 AI を使用して、SDLC 全体でデータ駆動型の迅速な調整を可能にします。顧客の
フィードバック、使用パターン、市場傾向、チームパフォーマンスメトリクスなどのソースからの
データを継続的に分析して、情報に基づいた意思決定を迅速に行うことができます。この適応性に
より、ソフトウェア開発は、事前に定義された静的なプロセスから、柔軟で応答性の高いアプロー
チに絞り込まれます。バックログの動的な優先順位付け、柔軟なリソース割り当て、適応テスト戦
略、進化するドキュメント、応答性の高いデプロイプロセスなど、さまざまな方法で現れます。
たとえば、製品マネージャーは AI が生成したインサイトを使用してバックログの順序を変更し、
新しい顧客要件と市場トレンドをほぼリアルタイムで統合できます。DevOps エンジニアは、パ
フォーマンス分析に基づいてデプロイプランとインフラストラクチャ設定を適応させ、アプリケー
ションの耐障害性と最適化を維持できます。開発チームは、スプリントの遡及からフィードバック
を次の反復のための実用的な改善に変換し、継続的なプロセス強化の文化を推進できます。

• 影響 – 生成 AI を適用して、ソフトウェア開発プロセスの有効性とパフォーマンスを評価しま
す。AI を活用した分析とメトリクスを使用することで、開発効率、コード品質、ユーザーエン
ゲージメント、アプリケーション全体のパフォーマンスに関するより深いインサイトを得ること
ができます。このデータ駆動型アプローチは、情報に基づいた意思決定を行い、開発ワークフロー
を最適化し、アプリケーションの品質とユーザーエクスペリエンスを継続的に改善するのに役立ち
ます。ソフトウェアチームの生産性を評価する際、生成 AI はコードのコミット頻度、問題解決時
間、リリース速度、機能配信速度など、さまざまなデータポイントを分析します。また、コードレ
ビューの品質、コラボレーションツールの有効性、チーム全体の出力に対するさまざまな開発プラ
クティスの影響を評価することもできます。これらのメトリクスをプロジェクトの成果に関連付け
ることで、AI は人間のアナリストが見逃す可能性のあるパターンや傾向を特定し、チームの生産
性を高める実用的なインサイトを提供できます。さらに、生成 AI は、業界標準や履歴データに対
してチームのパフォーマンスをベンチマークし、改善のためのパーソナライズされた推奨事項を提
供するのに役立ちます。また、開発プロセスにおける潜在的なボトルネックやリスクを予測して、
予防的な対策を講じることもできます。

ソフトウェア開発ライフサイクルとの統合

SDLC は複数のフェーズで構成され、組織ごとに異なる場合があります。一般的に、これらのフェー
ズには、要件と計画、設計とアーキテクチャ、実装、テスト、デプロイ、運用とメンテナンスが含ま
れます。

SDLC との統合 7
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次の表は、5-I フレームワークのディメンションを SDLC フェーズにマッピングし、各ディメンショ
ンの統合レベルを示しています。

フレーム
ワークディ 
メンション

要件と計画 設計とアー
キテクチャ

実装 テスト デプロイメ
ント

オペレー
ションとメ 
ンテナンス

調査 高 低 低 低 低 中

統合 中 中 高 中 高い 高

インタラク
ション

高い 高い 高 中 中 高

反復 中 低 低 低 低 中

Impact 高 中 高 低 高 高

統合のレベルは高から低までさまざまです。マッピングでは、各ディメンションの主要な重点領域が
明らかになります。例えば、調査は要件と計画フェーズで高い強度を示します。統合は、実装、デプ
ロイ、運用、メンテナンスの各フェーズで高い強度を示します。

このマッピングを使用すると、作業を効果的に優先順位付けできます。高、中、低に集中することを
お勧めします。生成 AI によるソフトウェア開発エクスペリエンスを強化する、バランスの取れた影
響力のあるアプローチを採用してください。

AI を活用したソフトウェア開発エクスペリエンスの基本機能

生成 AI を活用したソフトウェア開発エクスペリエンスを正常に実装するには、組織内の複数のペル
ソナにまたがる一連の基本的な機能を確立する必要があります。これらの機能は、AI を活用したソ
フトウェア開発のコンテキストでリソースを効果的にデプロイし、プロセスを実装し、望ましい成果
を達成する能力を表します。これらの機能を育成することで、SDLC のすべてのステージで生成 AI 
をシームレスに統合できる堅牢な基盤を構築できます。

AWS は、これらの機能の実装に役立つ主要なサービスを提供します。例えば、Amazon Q 
Developer は AI を活用したアシスタントとして機能することで、ソフトウェア開発の加速を支援し
ます。Amazon Q Business は、差し迫った質問に対する迅速かつ適切な回答の取得、問題の解決、
コンテンツの生成に役立ちます。また、ソフトウェア開発に関連するツールを統合することで、ユー
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ザーに代わって動作することもできます。Amazon Bedrock は、基盤モデルとさまざまな機能にアク
セスして、特定の開発ワークフローと要件をカスタマイズできます。

を通じてこれらの機能を育成することで AWS のサービス、SDLC のすべてのステージで生成 AI を
シームレスに統合できる堅牢な基盤を構築できます。

以下は、重点を置くべき基本的な機能です。

• プロジェクト管理

• 要件管理

• アーキテクチャと設計

• コラボレーション

• DevSecOps

• オペレーションとメンテナンス

• AI アシスタント

• 分析とインサイト

• ナレッジ管理

• 拡張性

各基本的な機能は、フレームワークのディメンションと SDLC のさまざまなステージと統合されま
す。この統合により、ソフトウェア開発プロセス全体で AI 機能を効果的に使用できます。これによ
り、すべてのステップで効率、品質、イノベーションが向上します。これらの基本的な機能、フレー
ムワーク、および SDLC ステージ間のシナジーにより、AI を活用したソフトウェア開発のための包
括的なエコシステムが作成されます。これにより、生成 AI の可能性を最大限に活用し、継続的な改
善を推進し、開発サイクルを加速し、高品質のソフトウェア製品を提供できます。

次の表は、基本的な機能とサブ機能がフレームワークディメンションと SDLC フェーズにどのよう
にマッピングされるかを示しています。

機能: サブ機
能

調査 統合 操作 反復 Impact

プロジェクト
管理: 問題管
理

要件と計画 なし なし なし なし

基本的な機能 9
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機能: サブ機
能

調査 統合 操作 反復 Impact

プロジェクト
管理: スプリ
ントとタスク 
の管理

要件と計画 要件と計画 なし なし なし

プロジェク
ト管理: 製品
バックログ管
理

要件と計画 なし なし 要件と計画 なし

プロジェク
ト管理: ユー
ザーストー
リーマッピン
グ

要件と計画 なし なし なし なし

プロジェクト
管理: レポー
トと分析

要件と計画 なし なし なし 要件と計画

プロジェク
ト管理: 製品
ロードマップ
管理

要件と計画 なし 要件と計画 なし なし

プロジェクト
管理: フィー
ドバックルー 
プ

なし なし なし 要件と計画 なし

プロジェクト
管理: 遡及的

なし なし なし 要件と計画 なし

要件管理 要件と計画 要件と計画 なし なし なし
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機能: サブ機
能

調査 統合 操作 反復 Impact

アーキテク
チャと設計:
ソリューショ
ン設計

設計とアーキ
テクチャ

設計とアーキ
テクチャ

なし なし なし

コラボレー
ション: ド
キュメント管
理

すべての 
SDLC フェー
ズ

なし すべての 
SDLC フェー
ズ

なし なし

コラボレー
ション: ナ
レッジ共有

すべての 
SDLC フェー
ズ

なし すべての 
SDLC フェー
ズ

なし なし

コラボレー
ション: プロ
ジェクトア
セット管理

なし すべての 
SDLC フェー
ズ

すべての 
SDLC フェー
ズ

なし なし

DevSecOps:
CI/CD

テスト、デプ
ロイ

実装、テス
ト、デプロイ

デプロイメン
ト

なし なし

DevSecOps 
: DevOps セ
キュリティ

実装 実装、テス
ト、運用、メ
ンテナンス

なし 実装、テス
ト、運用、メ
ンテナンス

なし

DevSecOps 
: アプリケー
ションパ 
フォーマンス
のモニタリン
グ

なし オペレーショ
ンとメンテナ
ンス

なし なし なし

基本的な機能 11
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機能: サブ機
能

調査 統合 操作 反復 Impact

DevSecOps:
ログの集約と
分析

オペレーショ
ンとメンテナ
ンス

オペレーショ
ンとメンテナ
ンス

なし なし なし

DevSecOps:
AIOps

オペレーショ
ンとメンテナ
ンス

なし なし オペレーショ
ンとメンテナ
ンス

なし

DevSecOps:
継続的な改善

なし なし なし オペレーショ
ンとメンテナ
ンス

なし

DevSecOps:
ダッシュボー
ドのモニタリ
ング

なし オペレーショ
ンとメンテナ
ンス

なし なし なし

DevSecOps:
パフォーマン
スインサイト

オペレーショ
ンとメンテナ
ンス

なし なし オペレーショ
ンとメンテナ
ンス

なし

運用とメンテ
ナンス: イン
シデント管理

なし なし なし オペレーショ
ンとメンテナ
ンス

なし

オペレーショ
ンとメンテナ
ンス: コード
のアップグレ 
ード

なし オペレーショ
ンとメンテナ
ンス

なし なし なし

オペレーショ
ンとメンテナ
ンス: コード
の最適化

オペレーショ
ンとメンテナ
ンス

オペレーショ
ンとメンテナ
ンス

なし なし なし
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機能: サブ機
能

調査 統合 操作 反復 Impact

運用とメンテ
ナンス: 技術
的負債管理

なし オペレーショ
ンとメンテナ
ンス

オペレーショ
ンとメンテナ
ンス

なし なし

運用とメンテ
ナンス: 変更
管理

なし 実装、デプロ
イ

なし なし なし

運用とメン
テナンス: リ
バースエンジ
ニアリング

オペレーショ
ンとメンテナ
ンス

なし なし なし なし

運用とメンテ
ナンス: コー
ドのモダナイ
ゼーション

なし 実装 なし なし なし

運用とメン
テナンス: パ
フォーマンス
の最適化

なし オペレーショ
ンとメンテナ
ンス

なし オペレーショ
ンとメンテナ
ンス

なし

分析とインサ
イト

なし 要件と計画 なし なし すべての 
SDLC フェー
ズ

AI アシスタ
ント

なし なし すべての 
SDLC フェー
ズ

なし なし

ナレッジ管理 なし なし すべての 
SDLC フェー
ズ

なし なし
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機能: サブ機
能

調査 統合 操作 反復 Impact

拡張性 なし デプロイメン
ト

なし なし なし

プロジェクト管理のための生成 AI ユースケース

効果的なプロジェクト管理は、ソフトウェア開発の成功の中心です。生成 AI のコンテキストでは、
プロジェクト管理は新しいディメンションを取ります。より予測的、適応的、データ駆動型になる
可能性があります。AI を活用したプロジェクト管理ツールは、過去のプロジェクトデータを分析し
て、より正確な時間とリソースの見積もりを生成します。ビジネス目標とチームのキャパシティに基
づいてタスクに自動的に優先順位を付けることができ、潜在的な障害が発生する前に予測することも
できます。例えば、プロジェクトマネージャーは生成 AI を使用して、プロジェクトの要件と同様の
プロジェクトの履歴データに基づいて予備プロジェクト計画を作成できます。AI は、スキル、ワー
クロード、プロジェクトのニーズを考慮した最適なチーム構成を提案できます。プロジェクト全体で 
AI 駆動型ダッシュボードは、レポートを自動的に生成し、注意が必要な領域を強調することで、プ
ロジェクトのステータスに関するほぼリアルタイムのインサイトを提供します。

プロジェクト管理に対するこの AI 拡張アプローチは、効率を高めることができます。これは、プロ
ジェクトマネージャーが日常的な管理タスクに没頭するのではなく、戦略的意思決定とチームリー
ダーシップに集中するのに役立ちます。

次の表は、生成 AI で強化できるプロジェクト管理のユースケースと、それらのユースケースを担当
するペルソナを示しています。

サブ機能: ユースケース ペルソナ

問題管理: 問題を作成して割り当てる プロジェクトマネージャー

問題管理: テスト中に問題を検出し、ログに記
録する

テストエンジニア

問題管理: 重要度に基づいて問題を優先順位付
けし、デベロッパーに割り当てる

プロジェクトマネージャー

問題管理: 重複する問題を特定してマージする プロジェクトマネージャー

プロジェクト管理 14
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サブ機能: ユースケース ペルソナ

問題管理: プロジェクトの主要な問題、メトリ
クス、全体的な状態に関するレポートを追跡し
て生成します。

プロジェクトマネージャー

スプリントとタスクの管理: タスクの労力を見
積もり、チームのキャパシティに基づいてス
トーリーポイントを割り当てる

スクラムマスター

スプリントとタスクの管理: チームメンバー間
でタスクを分散し、スプリント全体にワーク
ロードを均等に分散します。

スクラムマスター

スプリントとタスクの管理: チームの取り組み
をスプリントの目標と整合させるスプリント計
画セッションを促進する

スクラムマスター

製品バックログ管理: ビジネス価値、緊急性、
ユーザーフィードバックに基づいてバックログ
項目を並べ替える

プロダクトオーナー

製品バックログ管理: 新しい顧客のフィード
バックと市場インサイトを製品バックログに統
合して、ほぼリアルタイムの優先順位付けを行
います。

プロダクトオーナー

製品バックログ管理: バックログ項目間の依存
関係を特定および管理して開発を効率化する

製品マネージャー

ユーザーストーリーマッピング: ユーザー
ジャーニーのマップを作成して、必要なすべて
の機能とそれに対応するユーザーストーリーを
特定します。

プロダクトオーナー

ユーザーストーリーマッピング: ユーザーフ
ローのギャップや欠落しているステップを特定
する

ビジネスアナリスト

プロジェクト管理 15
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サブ機能: ユースケース ペルソナ

ユーザーストーリーマッピング: ビジネス価値
への影響に基づいてユーザーストーリーを優先 
する

製品マネージャー

レポートと分析: スプリント速度や問題解決率
などの主要なプロジェクトメトリクスを視覚化
するほぼリアルタイムのダッシュボードを生成
する

プロジェクトマネージャー

レポートと分析: 履歴データを分析し、潜在的
な遅延やボトルネックなど、将来のプロジェク
ト成果を予測する

プロジェクトマネージャー

レポートと分析: チームのパフォーマンスやプ
ロジェクトのステータスレポートなど、さまざ
まなステークホルダーに合わせたカスタムレ 
ポートを作成します。

プロジェクトマネージャー

製品ロードマップ管理: 主要なマイルストーン
とリリース日の概要を示す製品ロードマップを
作成および維持する

プロジェクトマネージャー

製品ロードマップ管理: プロジェクトの優先順
位やタイムラインの変更に基づいてロードマッ
プを更新する

製品マネージャー

製品ロードマップ管理: ステークホルダーと 
ロードマップを共有し、製品の方向性を可視化
する

製品マネージャー

フィードバックループ: 各スプリント後にチー
ムからフィードバックを収集し、改善すべき分
野を特定する

スクラムマスター

遡及的: フィードバックを実行可能な項目に変
換して次のスプリントを行い、継続的な改善を
促進します。

スクラムマスター

プロジェクト管理 16
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サブ機能: ユースケース ペルソナ

遡及的: 以前の遡及的遡及的遡及的遡及的遡及
的遡及的遡及的遡及的遡及的遡及的遡及的��

スクラムマスター

要件管理のための生成 AI ユースケース

要件管理は、プロジェクト管理に密接に関連する重要なプロセスです。AI ツールを使用して顧客の
フィードバック、市場トレンド、ステークホルダーのインプットを分析する製品所有者を想像して
みてください。AI ツールは、包括的なユーザーストーリーと要件のセットを生成し、自動的に分類
し、潜在的な競合やギャップを検出し、ビジネス価値と実装の複雑さに基づいて優先順位付けを提案
することもできます。プロジェクトが進行し、要件が進化するにつれて、AI は要件を継続的に更新
および絞り込み、変化するビジネスニーズと技術的な制約に確実に一致させることができます。要件
管理に対するこの動的な AI 主導のアプローチは、プロジェクトライフサイクルを通じて、開発作業
がユーザーのニーズとビジネス目標に厳密に整合していることを確認するのに役立ちます。

次の表は、生成 AI で強化できる要件管理のユースケースと、それらのユースケースを担当するペル
ソナを示しています。

ユースケース ペルソナ

ビジネス要件を作成する ビジネスアナリスト

機能からエピックを作成する プロダクトオーナー

関連するユーザーストーリーの完了をモニタリ
ングしてエピックの進行状況を追跡する

製品マネージャー

ユーザーストーリーを作成する プロダクトオーナー

各使用ストーリーに必要な労力を見積もり、ス
トーリーポイントを割り当てます。

スクラムマスター

各ユーザーストーリーの受け入れ基準を定義す
る

プロダクトオーナー
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アーキテクチャと設計のための生成 AI ユースケース

プロジェクト管理の強固な基盤と明確に定義された要件により、次の重要な機能はアーキテクチャ
と設計です。ここでは、生成 AI によって、堅牢でスケーラブル、効率的なソフトウェアアーキテク
チャを作成するための新しい可能性が開かれています。AI を活用した設計ツールは、要件と制約を
分析して、最適なアーキテクチャパターンと設計アプローチを提案できます。複数の設計代替案を生
成し、それぞれがパフォーマンス、スケーラビリティ、保守性など、さまざまな優先順位に合わせて
最適化されます。たとえば、ソリューションアーキテクトは AI アシスタントを使用して、プロジェ
クト要件に基づいていくつかの高レベルのアーキテクチャ設計をすばやく生成できます。この AI 拡
張アプローチは、設計プロセスを加速し、アーキテクトがより多くの情報に基づいた意思決定を行う
のに役立ちます。これにより、より堅牢で将来性のあるソフトウェア設計が可能になります。

次の表は、生成 AI で強化できるアーキテクチャと設計のユースケースと、それらのユースケースを
担当するペルソナを示しています。

ユースケース ペルソナ

アーキテクチャドキュメントを作成する ソリューションアーキテクト

詳細な設計ドキュメントを作成する テクニカルリード

既存のアーキテクチャと設計標準を理解する ソリューションアーキテクト

ユーザーインターフェイスの詳細なモックアッ
プとプロトタイプを開発する

UX/UI デザイナー

コラボレーションの生成 AI ユースケース

ソフトウェア開発は本質的に共同作業です。生成 AI を使用して、ソフトウェア開発チームのコラボ
レーションを強化できます。AI を活用したコラボレーションツールは、シンプルなメッセージング
やファイル共有にとどまりません。長いディスカッションスレッドを要約し、主要な決定事項を強
調し、チームメンバーのスケジュールと生産性パターンに基づいて会議に最適な時間を提案すること
で、より効果的なコミュニケーションを促進します。AI は、潜在的な問題を自動的に特定し、改善
を提案し、レビューワーに複雑な変更を説明することで、コードレビューを支援できます。ブレイン
ストーミングセッション中、AI は進行役として機能し、アイデアを生成し、考えを整理し、さらに
は議論を仲介して、すべての音声が確実に聞こえるようにすることができます。分散型チームにとっ
て、AI は文化や言語の障壁を埋めるのに役立ちます。チャットやビデオ通話でほぼリアルタイムの
言語翻訳を提供し、誤解を防ぐために文化的コンテキストを提供できます。AI との人間によるコラ
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ボレーションを強化することで、チームはより効率的かつ効果的に作業できるため、イノベーション
が促進され、プロジェクト全体の成果が向上します。

次の表は、生成 AI を使用してコラボレーションのユースケースを強化する方法を示しています。

サブ機能: ユースケース ペルソナ

ドキュメント管理: 一元化されたドキュメント
リポジトリを作成して維持する

テクニカルライター

ドキュメント管理: 複数のチームメンバーがリ
アルタイムでドキュメントを共同作業できるよ
うにする

開発チーム

ナレッジ共有: 開発者が協力して質問し、知識
を共有し、問題をトラブルシューティングする
ためのプラットフォームとしてディスカッショ
ンフォーラムを使用する

開発チーム

ナレッジ共有: ディスカッションフォーラムを
使用して、プロジェクトのディスカッション中
に行われた決定を文書化して追跡し、重要な決
定の根拠がキャプチャされ、将来の参照のため
にアクセス可能であることを確認します。

製品マネージャー

プロジェクトアセット管理: プロジェクト関連
リソースの共有を容易にする

開発チーム

プロジェクトアセット管理: 共有コンテンツの
バージョン管理を実装して、チームメンバーが
変更を追跡し、以前のバージョンに戻して、コ
ンテンツ更新でコラボレーションできるように
します。

開発チーム

DevSecOps の生成 AI ユースケース

AI を活用した DevSecOps ツールは、ソフトウェア配信パイプラインの多くの側面を自動化しま
す。たとえば、インテリジェントなコードレビューの実行、潜在的なバグの検出、セキュリティの脆
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弱性の検出、デベロッパーがコードを記述する際のパフォーマンスの問題のほぼリアルタイムの特定
を行うことができます。AI は包括的なテストスイートを生成して実行し、コードベースの進化に合
わせて自動的に更新します。DevSecOps に対するこの AI 拡張アプローチは、配信パイプラインを
加速し、配信されるソフトウェアのセキュリティと信頼性を大幅に強化します。

次の表は、生成 AI で強化できる DevSecOps ユースケースと、それらのユースケースを担当するペ
ルソナを示しています。

サブ機能: ユースケース ペルソナ

DevOps と継続的デリバリー: デプロイパイプ
ライン全体を自動化

DevOps エンジニア

DevOps と継続的デリバリー: コードの品質と
潜在的な問題に関するほぼリアルタイムのフ 
ィードバックを受け取る

ソフトウェア開発者

DevOps と継続的デリバリー: ほぼリアルタイ
ムのセキュリティ問題と修復の推奨事項を受け
取る

ソフトウェア開発者

DevOps と継続的デリバリー: ほぼリアルタイ
ムのコードとベストプラクティスの提案を受け
取る

ソフトウェア開発者

DevOps と継続的デリバリー: 反復タスクを自
動化し、コマンドをスクリプトに統合する

DevOps エンジニア

DevOps と継続的デリバリー: コードを作成
し、各コードコミット後にアーティファクトを 
自動的に生成する

ソフトウェア開発者

DevOps と継続的デリバリー: 組織の標準とフ
レームワークに従ってコードを構築する

ソフトウェア開発者

DevOps と継続的デリバリー: すべてのコミッ
トでユニットテストを自動的に実行して、開発
プロセスの早い段階でエラーをキャッチする

ソフトウェア開発者
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サブ機能: ユースケース ペルソナ

DevOps と継続的デリバリー: ユニットテスト
のカバレッジを分析し、すべての重要なコード
パスがテストされていることを確認します。

ソフトウェア開発者

DevOps と継続的デリバリー: ブランチを管理
し、変更をマージする

ソフトウェア開発者

DevOps と継続的デリバリー: コードとアー
ティファクトのバージョニングを管理する

ソフトウェア開発者

DevOps と継続的デリバリー: ビルドアーティ
ファクトと依存関係の保存と管理

DevOps エンジニア

DevOps と継続的デリバリー: ビルドプロセス
中に依存関係を解決して取得する

ソフトウェア開発者

DevOps と継続的デリバリー: 統合テストを生
成して実行し、コンポーネントが期待どおりに
連携することを確認します。

テストエンジニア

DevOps と継続的デリバリー: 統合テスト中に
モックサービスを使用して外部システムとのイ
ンタラクションをシミュレートする

テストエンジニア

DevOps と継続的デリバリー: さまざまな負荷
でアプリケーションのパフォーマンスをベンチ
マークする

パフォーマンスエンジニア

DevOps と継続的デリバリー: トラフィックの
多いシナリオをシミュレートしてアプリケー 
ションのスケーラビリティと応答時間をテスト
する

パフォーマンスエンジニア

DevOps と継続的デリバリー: サーバーのク
ラッシュやネットワーク停止などの障害から回 
復するシステムの機能をテストする

サイト信頼性エンジニア
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サブ機能: ユースケース ペルソナ

DevOps と継続的デリバリー: カオスエンジニ
アリングを実行する

サイト信頼性エンジニア

DevOps と継続的デリバリー: テストを実行し
て、アプリケーションがビジネス要件を満たし
ていることを確認します。

QA エンジニア

DevOps と継続的デリバリー: ユーザー受け入
れテストを実施する

プロダクトオーナー

DevOps と継続的デリバリー: 脆弱性とライセ
ンスコンプライアンスの問題の依存関係をス 
キャンします

セキュリティエンジニア

DevOps と継続的デリバリー: オープンソース
の依存関係を監視および管理して、それらが最
新で安全であることを確認します。

セキュリティエンジニア

DevOps と継続的デリバリー: ソフトウェア部
品表 (SBOM) を生成して維持し、すべてのコン
ポーネントと依存関係を追跡する

セキュリティエンジニア

DevOps と継続的デリバリー: SBOM を使用し
て規制コンプライアンスの監査を実施する

コンプライアンス責任者

DevOps と継続的デリバリー: リリースノート
を作成する

リリースマネージャー

DevOps と継続的デリバリー: リリースの計画
と調整

リリースマネージャー

DevOps と継続的デリバリー: ロールバックと
リリース管理の標準運用手順を実装する

リリースマネージャー

DevOps と継続的デリバリー: 機能フラグを使
用して、新しいコードをデプロイせずに本番環
境の機能を有効化または無効化する

製品マネージャー
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サブ機能: ユースケース ペルソナ

DevOps と継続的デリバリー: 機能フラグを使
用して A/B テストを実行し、さまざまな機能が
ユーザー動作に与える影響を測定します。

製品マネージャー

DevOps と継続的デリバリー: パイプラインの
障害の分析とモニタリング

DevOps エンジニア

DevOps と継続的デリバリー: インフラストラ
クチャリソースの作成と管理

DevOps エンジニア

DevOps とセキュリティ: ハードコードされた 
シークレットのコードリポジトリをスキャンし
ます。

DevOps エンジニア

DevOps とセキュリティ: ほぼリアルタイムの 
検出を実装して、シークレットがリポジトリに
コミットされた場合にすぐに開発者に警告する

DevOps エンジニア

DevOps とセキュリティ: 継続的なコード品質 
モニタリングを実施する

ソフトウェア開発者

DevOps とセキュリティ: コード内の潜在的な 
セキュリティ脆弱性のインジケータを検出して
フラグ付けする

ソフトウェア開発者

DevOps とセキュリティ: Open Worldwide 
Application Security Project (OWASP) の上位 
10 のセキュリティリスクの自動テストを実装
し、アプリケーションが業界標準のセキュリ
ティプラクティスに準拠していることを確認し
ます。

セキュリティエンジニア

DevOps とセキュリティ: 開発プロセスにチェ 
ックを統合することで、OWASP リスクについ
てデベロッパーを定期的に更新して教育する

セキュリティエンジニア
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サブ機能: ユースケース ペルソナ

DevOps とセキュリティ: サードパーティーの 
ライブラリと依存関係をスキャンして既知のセ
キュリティの脆弱性を検出する

DevOps エンジニア

DevOps とセキュリティ: アプリケーションコ 
ードとインフラストラクチャをスキャンして脆
弱性を検出する

DevOps エンジニア

DevOps とセキュリティ: デプロイ前にコード 
の脆弱性を分析する

セキュリティエンジニア

DevOps とセキュリティ: 重大な脆弱性を持つ 
コードがマージされないようにしてセキュリ
ティポリシーを適用する

セキュリティエンジニア

DevOps とセキュリティ: ロールベースのアク 
セスコントロール (RBAC) を実装して、機密性 
の高いシステムやデータへのアクセスを制限
し、承認された担当者のみが重要なリソースに
アクセスできるようにします。

セキュリティエンジニア

DevOps とセキュリティ: チーム構造の変化に 
適応することで、役割と責任に基づいてアクセ
スコントロールを調整する

DevOps エンジニア

DevOps とセキュリティ: 本番環境への攻撃を 
シミュレートして、実行中のアプリケーション
をほぼリアルタイムでテストします。

セキュリティエンジニア

DevOps とセキュリティ: デプロイされたアプ 
リケーションにセキュリティの脆弱性を継続的
にモニタリングする

DevOps エンジニア

DevOps とセキュリティ: すべての環境で定期 
的な脆弱性スキャンをスケジュールして、セ
キュリティの弱点を特定して対処する

セキュリティエンジニア
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サブ機能: ユースケース ペルソナ

DevOps とセキュリティ: 脆弱性スキャンの結 
果に基づいてパッチと更新を適用し、安全なシ
ステムを維持するのに役立ちます。

DevOps エンジニア

アプリケーションパフォーマンスのモニタリ
ング: アプリケーションパフォーマンスをほぼ 
リアルタイムで継続的にモニタリングし、ユー
ザーに影響を与える前にパフォーマンスの問題
を検出して診断します。

サイト信頼性エンジニア

アプリケーションパフォーマンスのモニタリン
グ: 応答時間の急増やエラー率の増加などのパ
フォーマンスの異常を検出し、アラートを開始
します。

DevOps エンジニア

アプリケーションパフォーマンスのモニタリ
ング: 分散システムを介して伝達されるリクエ 
ストをトレースして、パフォーマンスのボトル
ネックとレイテンシーの問題を特定します。

DevOps エンジニア

アプリケーションパフォーマンスのモニタリン
グ: 分散トレースを使用して、障害やパフォー
マンスの低下の原因となっているサービスやコ
ンポーネントを正確に特定する

DevOps エンジニア

ログの集約と分析: 複数のソースからのログを
一元化されたシステムに集約し、傾向と問題を
特定するための検索と分析を容易にします。

サイト信頼性エンジニア

ログの集約と分析: 自動ログ解析を実装して関
連情報を抽出し、問題を示す可能性のあるパ
ターンや異常を検出します。

DevOps エンジニア

ログの集約と分析: 主要なパフォーマンスメト
リクスを収集して視覚化する

サイト信頼性エンジニア
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サブ機能: ユースケース ペルソナ

ログの集約と分析: 事前定義されたサービスレ
ベルアグリーメント (SLAs

製品マネージャー

AI オペレーション: インシデントを検出し、根
本原因を分析し、人間の介入なしに是正措置を
開始する

DevOps エンジニア

AI オペレーション: 停止を回避するために、将
来のリソース需要を予測し、キャパシティプラ
ンニングを最適化する

サイト信頼性エンジニア

継続的な改善: アプリケーションとの実際の
ユーザーインタラクションをモニタリングし
て、パフォーマンスに関するインサイトを収集 
し、改善すべき分野を特定する

UX デザイナー

継続的な改善: さまざまな地理的リージョンで
アプリケーションのパフォーマンスを追跡し、
一貫したユーザーエクスペリエンスをグローバ
ルに確保する

製品マネージャー

ダッシュボードモニタリング: カスタマイズ可
能なダッシュボードを作成して重要なメトリ 
クス、ログ、トレースをほぼリアルタイムで視
覚化し、システムの状態を包括的に把握できま
す。

サイト信頼性エンジニア

ダッシュボードモニタリング: さまざまなチー
ム (開発チーム、運用チーム、製品チームなど) 
のダッシュボードを作成し、重点分野に基づい
て関連するインサイトを提供します。

DevOps エンジニア

パフォーマンスインサイト: アプリケーション
パフォーマンスの詳細な分析を実施して非効
率性を特定し、コードまたはインフラストラク
チャを最適化する

ソフトウェア開発者
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サブ機能: ユースケース ペルソナ

パフォーマンスインサイト: パフォーマンスイ
ンサイトを使用してアプリケーションパフォー
マンスを繰り返し改善し、時間の経過とともに
ユーザーエクスペリエンスを最適化する

製品マネージャー

運用とメンテナンスのための生成 AI ユースケース

ソフトウェアがデプロイされると、フォーカスはオペレーションとメンテナンスに移行します。生成 
AI は、よりプロアクティブで効率的なシステム管理を提供することで、従来のアプローチを強化で
きます。AI を活用した運用ツールは、システムパフォーマンスを継続的にモニタリングし、潜在的
な問題をユーザーに影響を与える前に予測します。問題が発生したときに自動根本原因分析を実行す
るため、解決までの平均時間が大幅に短縮されます。AI は、システムパフォーマンスをほぼリアル
タイムで最適化します。負荷パターンとユーザー動作の変化に基づいて設定を自動的に調整します。
たとえば、運用チームは AI アシスタントを使用して予測メンテナンススケジュールを生成し、失敗
する可能性のあるコンポーネントを自動的に特定し、予防アクションを提案する場合があります。AI 
は、使用状況の傾向を分析し、将来のリソースニーズを高精度に予測することで、キャパシティプラ
ンニングにも役立ちます。

次の表は、生成 AI で強化できるオペレーションとメンテナンスのユースケースと、それらのユース
ケースを担当するペルソナを示しています。

サブ機能: ユースケース ペルソナ

インシデント管理: モニタリングツールを
チャットプラットフォームと統合してインシ
デントをほぼリアルタイムで管理し、チームが
チャット環境内で直接問題を検出、議論、解決 
できるようにします。

サイト信頼性エンジニア

インシデント管理: チームがチャットインター
フェイスから直接デプロイを開始し、スクリプ
トを実行し、コマンドを実行できるようにしま 
す。これにより、オペレーションが効率化され
ます。

DevOps エンジニア
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サブ機能: ユースケース ペルソナ

コードのアップグレード: コードの依存関係と 
ライブラリをアップグレードして手動作業を減
らし、コードベースが最新バージョンで最新の
状態を維持できるようにします。

ソフトウェア開発者

コードの最適化: 最適化の機会のコードを確認
する

ソフトウェア開発者

コードの最適化: コードのボトルネックを特
定し、リファクタリングまたは最適化してパ
フォーマンスを向上させる

ソフトウェア開発者

技術的負債管理: 開発プロセスの一環として技
術的負債を記録する

製品マネージャー

技術的負債管理: 影響、リスク、コストに基づ
いて技術的負債を優先順位付けして対処し、通
常のスプリント計画プロセスに統合します。

ソフトウェア開発者

技術的負債管理: 既存のアプリケーションコー
ドの技術的負債の削減

ソフトウェア開発者

変更管理: すべてのコード変更がデプロイ前に
必要なステークホルダーによってレビュー、テ
スト、承認されていることを確認する変更承認
プロセスを実装します。

変更マネージャー

変更管理: 提案された変更の影響分析を実行す
る

DevOps エンジニア

リバースエンジニアリング: レガシーコードの
構造と動作を分析して理解する

ソリューションアーキテクト

リバースエンジニアリング: 既存のコードの説
明とドキュメントの生成

ソフトウェア開発者
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サブ機能: ユースケース ペルソナ

コードモダナイゼーション: あるプログラミン
グ言語から別のプログラミング言語にコードを
翻訳する

ソフトウェア開発者

コードモダナイゼーション: レガシーコードを
最新のプログラミング言語にモダナイズする

ソフトウェア開発者

パフォーマンスの最適化: リソースの割り当て 
、負荷分散、アプリケーションの再設定を最適
化して、システムパフォーマンスを継続的にモ
ニタリングおよび調整する

サイト信頼性エンジニア

パフォーマンスの最適化: パフォーマンスの低 
下を引き起こしているコードを特定してリファ
クタリングし、速度とシステムの応答性を向上
させます。

ソフトウェア開発者

ソフトウェア開発における生成 AI アシスタントのユースケース

AI アシスタント機能は、生成 AI を活用した開発エクスペリエンスの中心です。このインテリジェン
トなコンテキスト対応システムは、SDLC 全体のすべてのチームメンバーの仮想共同作業者として機
能します。複雑なコードを扱う開発者を想像してみてください。AI アシスタントに支援を求めるだ
けで、関連するコードスニペットを提供したり、複雑なアルゴリズムを説明したり、現在のコンテキ
ストやベストプラクティスに基づいて最適化を提案したりできます。AI アシスタントは、ITOps マ
ネージャーが内部ドキュメントに基づく標準運用手順を理解するのに役立ちます。AI アシスタント
は、コンテキストに応じた即時サポートを提供することで、チームメンバーの認知負荷を大幅に軽減
します。これにより、より高いレベルの問題解決と創造的なタスクに集中できます。この機能は、ソ
フトウェア開発のすべての段階で生産性と品質を向上させる力の乗数として機能します。

次の表は、AI アシスタントとメリットのあるペルソナで強化できるユースケースを示しています。
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ユースケース ペルソナ

要件、アーキテクチャ、標準運用手順などの質
問に答えて、開発チームにすぐに支援を提供す
る

ソフトウェア開発チーム

自然言語クエリを使用して、広範なドキュメン
トから抜粋を検索または取得するか、概要を生
成する

ソフトウェア開発チーム

要件ドキュメント、アーキテクチャ設計ドキュ
メント、内部プロセスなど、長い技術ドキュメ
ントを要約する

ソフトウェア開発チーム

チームが一般的なタスクに使用できるプロンプ
トのライブラリを維持する

ソフトウェア開発チーム

生成 AI を既存のツールやシステムにシームレ
スに統合する

ソフトウェア開発チーム

さまざまなプラットフォーム、ツール、内部シ
ステムにわたるタスクを自動化する

ソフトウェア開発チーム

ベストプラクティス、プロジェクト固有の情
報、チームの知識など、すべてのチームメン
バーがアクセスできる一元的な知識リポジトリ
を作成します。

ソフトウェア開発チーム

タスクのコンテキストに基づいてリポジトリか
ら関連する知識を取得する

ソフトウェア開発チーム

自動コードレビュー、根本原因分析の実行、
改善の提案、潜在的なバグの検出、トラブル
シューティングの実行

ソフトウェア開発者、DevOps エンジニア、サ
イト信頼性エンジニア

パフォーマンスデータを分析して、パフォーマ
ンスの最適化に関する意思決定に役立つ傾向と
パターンを特定する

サイト信頼性エンジニア
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ユースケース ペルソナ

効率の向上、複雑さの軽減、セキュリティの強
化に関する推奨事項を提供する

ソフトウェア開発者

スケーリングの推奨事項やコスト削減戦略な
ど、クラウドリソースの使用の最適化を提案す
る

ソフトウェア開発者、DevOps エンジニア、サ
イト信頼性エンジニア、ソリューションアーキ
テクト

コード、ユーザーガイド、製品機能リリースに
基づくドキュメントなどの新しいコンテンツを
生成する

ソフトウェア開発チーム

分析とインサイトの生成 AI ユースケース

分析とインサイトの機能は、膨大な量のデータを実用的なインサイトに変換し、意思決定と継続的
な改善を促進するのに役立ちます。生成 AI を使用することで、この機能はコードリポジトリ、プロ
ジェクト管理ツール、チームコラボレーションプラットフォームなど、さまざまなソースからのデー
タを処理し、開発プロセスとチームの生産性を包括的に把握できます。生成 AI は、予測分析と規範
分析を提供するために、従来のメトリクスを超えています。潜在的な問題を予測し、ターゲットを
絞った改善を提案できます。たとえば、コードコミット、バグ解決率、機能配信速度のパターンを
分析して、パフォーマンスの高いチームを特定し、ボトルネックを特定し、プロセスの最適化を提案
できます。さらに、チームのダイナミクスと個々のパフォーマンスに関するインサイトを提供できま
す。これらのインサイトは、リーダーがワークロードの分散、トレーニングニーズ、チーム構成に関
するデータ主導型の意思決定を行うのに役立ちます。インタラクティブダッシュボードを通じてこれ
らのインサイトを提示することで、あらゆるレベルのステークホルダーが情報に基づいた意思決定を
行い、プロセスを最適化し、チームの生産性を継続的に向上させ、高品質のソフトウェアを迅速に提
供できるようになります。

次の表は、生成 AI で強化できる分析ユースケースと、それらのユースケースを担当するペルソナを
示しています。

ユースケース ペルソナ

個人とチームの生産性をモニタリングする 開発マネージャー
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ユースケース ペルソナ

生産性の傾向を分析して潜在的なバーンアウト
を検出し、チームのウェルビーイングと生産性
を維持するために積極的な対策を講じることが 
できます。

開発マネージャー

コード変更が本番環境にデプロイされる頻度を
追跡し、開発プロセスの速度と俊敏性を測定し
ます。

製品マネージャー

デプロイ頻度データを分析して、プロセスの非
効率性やリソースの制約を示す可能性のあるデ
プロイアクティビティが少ない期間を特定する

製品マネージャー

開発とデプロイプロセスを合理化する機会を特
定するために、コードがデプロイにコミットさ
れるまでの時間を測定します。

開発マネージャー

リリースプロセスの信頼性を評価するために、
即時修復が必要な障害につながるデプロイの割
合を追跡する

サイト信頼性エンジニア

変更失敗率メトリクスを使用して、頻繁に問題
を引き起こすコード領域を特定し、ターゲット
を絞ったリファクタリングとテスト作業をガイ 
ドする

ソフトウェア開発者

停止またはインシデント後のサービスの復元に
かかる時間をモニタリングして、ダウンタイム
を短縮し、システム全体の耐障害性を向上させ 
ることができます。

サイト信頼性エンジニア

復旧時間の傾向を分析してインシデント対応プ
ロセスを強化し、システム障害からの復旧を迅
速化

DevOps エンジニア
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ユースケース ペルソナ

開発と運用の健全性を包括的に把握するため
に、デプロイ頻度、リードタイム、変更失敗率
などの主要なメトリクスを集約するカスタマイ
ズされたダッシュボードを作成する

製品マネージャー

開発、運用、ビジネスなど、特定の責任分野に
焦点を当てたインサイトを提供するために、さ
まざまなチームのニーズに合わせたダッシュボ 
ードを作成する

製品マネージャー

収益への影響、顧客満足度、市場シェアなどの
ビジネス主要業績評価指標 (KPIs) を追跡し、
開発の取り組みをより広範なビジネス目標に合
わせる

製品マネージャー

ビジネス KPIsて、その成功を評価し、将来の 
製品開発をガイドする

ビジネスアナリスト

コードベースが維持可能で安全であることを
確認するために、コードの複雑さ、テストカバ
レッジ、バグ密度などのコード品質メトリクス
をモニタリングする

ソフトウェア開発者

長期的な持続可能性を推進し、技術的負債を
減らすためにリファクタリングが必要なコード
ベースの領域を特定する

ソリューションアーキテクト

ナレッジ管理のための生成 AI ユースケース

ソフトウェア開発組織では、知識は重要なアセットです。生成 AI を活用したナレッジ管理機能によ
り、このアセットのキャプチャ、整理、使用方法が強化されます。従来のナレッジ管理システムで
は、情報が多すぎたり、古いコンテンツが含まれていたり、関連情報をすばやく見つけるために検索
するのが難しいことがよくあります。

生成 AI は、これらの課題に正面から対処します。コードの変更、会話、プロジェクトアーティファ
クトに基づいてドキュメントを自動的に生成および更新します。これにより、チームメンバーの手
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動作業を必要とせずに、ナレッジベースを最新の状態に保つことができます。さらに重要なのは、AI 
はこの知識を直感的な方法でアクセスできるようにすることです。チームメンバーは自然言語で質問
でき、AI は関連する回答を提供できます。AI は、公式ドキュメント、コードコメント、ディスカッ
ションスレッド、外部リソースなど、さまざまなソースから取得できます。たとえば、特定のコン
ポーネントを理解しようとする新しいチームメンバーが AI に「認証モジュールの仕組み」と尋ねる
ことがあります。AI は、簡潔な説明と、関連するコードセクション、アーキテクチャ図、最近の変
更へのリンクを提供します。チームメンバーの役割と専門知識のレベルに基づいてこの情報を調整す
ることもできます。

この機能により、オンボーディングが高速化され、反復的な質問が軽減され、組織全体の知識共有が
促進されます。組織の知識を保持するため、チームは時間の経過とともに複雑なシステムを簡単に維
持および進化できます。

次の表は、生成 AI で強化できるナレッジ管理のユースケースと、それらのユースケースを担当する
ペルソナを示しています。

ユースケース ペルソナ

プロジェクト関連のすべての知識に簡単にアク
セスできる統合プラットフォームを作成する

ソフトウェア開発チーム

さまざまな開発アクティビティから知識をキャ
プチャする

ソフトウェア開発チーム

リポジトリ内の関連する知識をすばやく見つけ
るための高度な検索機能を提供する

ソフトウェア開発チーム

チームの学習モジュールとパスをパーソナライ
ズする

ソフトウェア開発チーム

拡張のための生成 AI ユースケース

拡張性により、組織は AI システムを特定のニーズに合わせて調整しながら、既存のツールやワーク
フローとシームレスに統合できます。この機能は、一般的な開発およびプロジェクト管理ツールへの 
AI 機能の統合を容易にする堅牢な APIs、SDKs、カスタマイズ可能なインターフェイスを提供しま
す。たとえば、組織は AI を活用した機能を使用して Jira を強化し、チケットの優先順位付け、労力
の見積もり、スプリント計画を自動化できます。Jenkins パイプラインを AI で拡張して、インテリ
ジェントなビルドの最適化と予測テストの選択を行うことができます。
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さらに、拡張性により、統合開発環境 (IDEs)、バージョン管理システム、コードレビュープラット
フォームとの深い統合が可能になります。AI は、コードの作成、コードレビューの自動化、コンテ
キストドキュメントの生成に役立ちます。

この機能は、組織固有のデータに関する AI モデルのトレーニングと微調整もサポートしています。
これにより、AI は会社固有のコーディングパターン、アーキテクチャの好み、ドメインの知識を理
解できます。結果は、すべての統合ツールでより関連性が高く、コンテキストに応じた支援を提供し
ます。このレベルの柔軟性と統合を提供することで、拡張性により、AI を活用した開発エクスペリ
エンスが組織とともに進化します。既存のツールチェーンやワークフローをシームレスに強化しなが
ら、変化するテクノロジーやビジネスニーズに適応できます。

次の表は、生成 AI で強化できる拡張性のユースケースと、それらのユースケースを担当するペルソ
ナを示しています。

ユースケース ペルソナ

サードパーティーのツールを開発環境に統合す
る

DevOps エンジニア

チーム固有の開発プロセスに合わせてカスタマ
イズされたカスタムオートメーションワークフ
ローを作成する

DevOps エンジニア

さまざまな APIs とサービスに接続する DevOps エンジニア

クロスプラットフォームツール用のコネクタを
作成する

DevOps エンジニア
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ソフトウェア開発で生成 AI を使用するためのベストプラク
ティス
このセクションでは、生成 AI をソフトウェア開発ライフサイクル (SDLC) に統合するためのベス
トプラクティスについて説明します。これらのガイドラインは、シームレスなツールチェーンと 
DevSecOps パイプラインの実装からコラボレーションの促進や反復タスクの自動化まで、AI の能力
を活用して開発プロセスとエクスペリエンスを向上させるのに役立ちます。これらのベストプラク
ティスに従うことで、ソフトウェア開発チームは作業における新しいレベルの効率、イノベーショ
ン、品質を引き出すことができます。

このセクションでは、以下のベストプラクティスについて説明します。

• シームレスでend-to-endの統合ツールチェーンの実装

• DevSecOps 用のend-to-end CI/CD パイプラインの実装

• コラボレーションツールとプラクティスの採用

• 反復タスクの自動化

• 開発エクスペリエンスを定期的に見直し、反復する

• 効果的なプロジェクト管理プラクティスの採用

• ナレッジ管理の実装

• 拡張性とカスタマイズの提供

• オペレーションの最適化

• データ駆動型インサイトの使用

• プラットフォームベースのアプローチを採用する

シームレスでend-to-endの統合ツールチェーンの実装

シームレスでend-to-endの統合ツールチェーンを実装することは、生成 AI を活用した開発エクスペ
リエンスを作成するための基本的なベストプラクティスです。コアアイデアは、ソフトウェアチー
ムが SDLC 全体で使用できるツールとプラットフォームの一貫したエコシステムを確立することで
す。チームはツールチェーンを使用して、継続的な運用を計画、考案、コード化、構築、テスト、デ
プロイ、管理できます。生成 AI 機能をこのツールチェーンに統合することで、あらゆる段階で AI 支
援を利用できるようにします。この統合により、手動のハンドオフが軽減または排除され、コンテキ
ストの切り替えが軽減され、データとアーティファクトが異なる開発フェーズ間でスムーズに流れる
ようになります。例えば、統合開発環境 (IDE) からの AI 生成コードスニペットはバージョン管理シ
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ステムにシームレスに流れ、デプロイプラットフォームからの AI を活用した分析はプロジェクト管
理ツールに情報を提供できます。これにより、開発プロセスを改善する継続的なフィードバックルー
プが作成されます。

DevSecOps 用のend-to-end CI/CD パイプラインの実装

この統合されたツールチェーンに基づいて構築するには、DevSecOps end-to-endの継続的インテグ
レーションと継続的デプロイ (CI/CD) パイプラインを実装します。この AI を活用したパイプライン
は、ソフトウェア配信プロセスを合理化する重要なコンポーネントです。これにより、新しいアプリ
ケーションや更新をより迅速かつ確実にリリースできます。SDLC 全体にセキュリティプラクティス
を埋め込むことで、脆弱性をより早く特定して対処できるため、全体的なコストとリスクを軽減でき
ます。パイプラインには、継続的な統合とテストからセキュリティチェックとデプロイまで、あらゆ
る段階で AI を組み込む必要があります。たとえば、AI を使用してコードコミットをほぼリアルタイ
ムで分析できるため、潜在的な統合の問題が発生する前に予測できます。CI/CD パイプラインでは、
生成 AI を使用して、最新の脅威インテリジェンスに基づいてセキュリティポリシーを自動的に更新
することもできます。

コラボレーションツールとプラクティスの採用

開発インフラストラクチャを強化するときは、ヒューマン要素を忘れないでください。ソフトウェ
ア開発は本質的に共同作業です。これには、開発者、デザイナー、製品マネージャー、スクラムマス
ター、ビジネスアナリスト、その他の利害関係者で構成される部門横断的なチームが含まれます。こ
れらの個人は一丸となってアイデアを生み出します。最新のコラボレーションツールを使用し、オー
プンなコミュニケーションと知識共有の文化を育むことで、ソフトウェア開発チームの生産性と有効
性を大幅に向上させることができます。AI を活用したソフトウェア開発エクスペリエンスでは、こ
れらのツールは新しい側面を取ります。AI をコラボレーションプラットフォームに統合して、チー
ムメンバー間のコミュニケーションと知識共有をより効果的に行うことができます。AI アシスタン
トは、一般的な質問に答えたり、議論をまとめたり、競合を仲介したりできます。生成 AI は、改善
を自動的に提案したり、潜在的な問題を特定したりすることで、コードレビュープロセスを強化でき
ます。さらに、AI を使用して、プロジェクトが進化するにつれてほぼリアルタイムで更新する動的
でコンテキスト対応のドキュメントを作成し、すべてのチームメンバーが最新の関連情報にアクセス
できるようにすることができます。

反復タスクの自動化

生成 AI を使用して時間のかかる日常的なアクティビティを処理することで、ソフトウェアチームは
イノベーションを促進し、ビジネスインパクトをもたらす価値の高いクリエイティブな作業に集中
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できるようになります。反復タスクの例としては、定型コードの生成、テストデータの作成、ドキュ
メントの記述、初期プロジェクト計画のドラフト作成などがあります。これらのタスクを AI にオフ
ロードすることで、チームメンバーはよりクリエイティブで戦略的な作業に集中できます。たとえ
ば、AI を活用したコード補完ツールは、コンテキストとコーディングパターンに基づいて関連する
コードスニペットを提案することで、コーディングプロセスを大幅に高速化できます。同様に、生成 
AI はコードの変更に応じて技術ドキュメントを自動的に作成および更新できます。これにより、ド
キュメントが最新に保たれ、このタスクに通常必要な手動作業が軽減されます。テストでは、AI は
要件とコード分析に基づいて包括的なテストケースを生成できるため、テストカバレッジが向上し、
エッジケースが見落とされる可能性が低くなります。これらの反復タスクをインテリジェントに自
動化することで、生成 AI は開発タイムラインを短縮し、一貫性を向上させ、人為的ミスを減らしま
す。その結果、ソフトウェア出力の品質が向上します。

開発エクスペリエンスを定期的に見直し、反復する

ソフトウェア開発エクスペリエンス自体は、継続的な改良が必要な製品として扱う必要があります。
これには、開発ライフサイクル、ツール、プラクティスのあらゆる側面を定期的に見直し、反復する
ための体系的なプロセスを確立することが含まれます。ツールチェーン、ワークフロー、プロセス全
体を定期的に評価します。製品マネージャー、デザイナー、アーキテクト、開発者、テスター、運用
担当者など、さまざまな役割のすべてのチームメンバーからフィードバックを収集します。問題点、
ボトルネック、強化の機会を特定するように依頼します。たとえば、チームは CI/CD パイプライン
のパフォーマンスを四半期ごとにレビューし、ビルド時間、デプロイ頻度、エラー率などのメトリク
スを分析して、最適化が必要な領域を特定できます。生成 AI 機能は急速に進化し続けるため、ワー
クフローをさらに合理化したり、SDLC のすべてのロールで機能を強化したりする可能性のある新し
い AI を活用したツールや機能を一貫して評価することが重要です。

効果的なプロジェクト管理プラクティスの採用

複雑なソフトウェア開発作業を効果的に調整するには、AI で強化されたプロジェクト管理プラク
ティスを採用します。このコンテキストでは、効果的なプロジェクト管理は従来の方法論を超えてい
ます。SDLC 全体の計画、実行、モニタリングを強化する AI 拡張アプローチを採用しています。ア
ジャイルフレームワークは柔軟性、コラボレーション、迅速な反復を促進し、生成 AI を使用してこ
れらのプロセスを最適化できます。例えば、生成 AI は過去のプロジェクトデータを分析してより正
確な見積りを行い、ビジネス目標と顧客のフィードバックに基づいてユーザーストーリーを自動的に
生成して優先順位付けし、チームのパフォーマンスに関するインテリジェントなインサイトを提供で
きます。AI を活用したプロジェクト管理ツールは、潜在的な障害を予測し、チームメンバーのスキ
ルとワークロードに基づいて最適なタスク割り当てを提案できます。AI を活用した機能をプロジェ
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クト管理プラクティスに統合することで、可視性を高め、データ駆動型の意思決定を迅速に行い、
チームメンバーが共通の目標に向けて連携し、効率的に作業できるようになります。

ナレッジ管理の実装

AI を活用したソフトウェア開発エクスペリエンスが成熟したら、堅牢なナレッジ管理システムを実
装します。堅牢なナレッジ管理システムは、貴重なインサイト、ベストプラクティス、ソリューショ
ンの取得、整理、アクセス許可の付与に役立ちます。SDLC のすべてのチームメンバーは、システム
に簡単にアクセスできます。生成 AI を使用して、組織とともに進化する動的でインテリジェントな
ナレッジベースを作成します。例えば、AI はコードの変更、会話、プロジェクトアーティファクト
に基づいてドキュメントを自動的に生成および更新できるため、手動による介入なしに情報が最新の
ままになります。生成 AI はインテリジェントな検索機能を強化し、チームメンバーが正確な用語を
知らなくても、自然言語クエリを使用して関連情報をすばやく見つけるのに役立ちます。さらに、生
成 AI は、現在のタスクや課題に基づいて、関連情報をチームメンバーにプロアクティブに提示でき
ます。これは、すべてのロールの意思決定と問題解決を強化する仮想の指導者として機能します。AI 
を活用したナレッジ管理システムを実装することで、サイロを壊し、オンボーディングを加速し、冗
長な作業を減らし、ソフトウェア開発チーム全体で継続的な学習とイノベーションの文化を育むこと
ができます。

拡張性とカスタマイズの提供

ソフトウェア開発における生成 AI の利点を最大化するには、AI を活用したツールとプラットフォー
ムが拡張可能でカスタマイズ可能であることを確認してください。これにより、AI 機能を特定の
ニーズ、ワークフロー、テクノロジースタックに合わせて調整できます。たとえば、独自のコード
ベースとドキュメントで AI モデルを微調整したり、特定のタスク用のカスタム AI 搭載ツールを作成
したり、AI 機能を既存のツールやプロセスに統合したりできます。この拡張性は、AI を活用した開
発エクスペリエンスを進化させ、組織の変化するニーズを満たすのに役立ちます。また、特定のドメ
インまたはプロジェクトタイプのエクスペリエンスを最適化するのに役立ちます。

オペレーションの最適化

生成 AI は、ソフトウェアオペレーションとメンテナンスの最適化に重要な役割を果たします。AI 機
能を運用ツールとプロセスに統合することで、運用に最適化します。例えば、生成 AI を使用して、
ログデータをほぼリアルタイムで分析し、潜在的なシステム障害を予測し、定期的なメンテナンス
タスクを自動化します。生成 AI は、複雑な分散システム間でイベントを相関させることで、根本原
因の分析にも役立ちます。これにより、システムの信頼性が向上し、ダウンタイムが短縮され、運用
チームがより戦略的なイニシアチブに集中できるようになります。
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データ駆動型インサイトの使用

AI を活用した開発ジャーニー全体で、データ駆動型のインサイトを使用します。SDLC のすべての
ステージからデータを収集、分析、処理するシステムを実装します。これには、コードメトリクス、
テスト結果、デプロイデータ、ユーザーフィードバック、運用パフォーマンスが含まれます。生成 
AI を使用して、人間のオブザーバーには明らかではないパターンやインサイトを発見します。次
に、これらのインサイトを開発プロセスにフィードバックし、アーキテクチャ上の決定から機能の優
先順位付けまで、あらゆる情報を提供します。

プラットフォームベースのアプローチを採用する

ソフトウェア開発における生成 AI の利点を最大限に活用するには、プラットフォームベースのアプ
ローチを採用します。SDLC のすべての側面に AI 機能を組み込む包括的な統合プラットフォームを
作成します。プラットフォームは、一貫したユーザーエクスペリエンス、一元的な管理とデータ、さ
まざまなツールとプロセス間のシームレスな統合を提供する必要があります。これにより、AI の利
点が組織全体で一様に利用可能になり、複数の異なる AI ツールを管理するオーバーヘッドが削減さ
れ、AI 機能の継続的な改善と拡張のための基盤が提供されます。
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ソフトウェア開発における生成 AI の成功を測定する
生成 AI を活用したソフトウェア開発エクスペリエンスを実装した場合の効果を効果的に測定するに
は、ソフトウェア開発ライフサイクル (SDLC) のさまざまな側面にまたがる包括的なメトリクスセッ
トを確立する必要があります。これらのメトリクスは、効率と生産性の即時の改善を把握し、ソフト
ウェア品質、チームの満足度、ビジネス価値の長期的な向上を反映する必要があります。

このセクションで推奨されるメトリクスを効果的に使用するには、以下を実行します。

1. ベースラインを確立する – AI を活用した開発エクスペリエンスの実装を開始する前に、これらの
メトリクス全体で現在のパフォーマンスに関する包括的なデータを収集してください。これによ
り、明確な出発点が提供され、後で意味のある比較を行うのに役立ちます。

2. 現実的なターゲットを設定する – ベースラインを手元に用意し、メトリクスごとに達成可能な改
善目標を設定します。野心的でありながら現実的であること。持続可能な進行状況は、多くの場
合増分であることに注意してください。

3. 継続的モニタリングの実装 – 自動ツールを使用して、環境内のこれらのメトリクスのデータを絶
えず収集および分析します。ほぼリアルタイムのモニタリングは、進捗状況をモニタリングし、
問題や機会をすばやく特定するのに役立ちます。

4. 定期的なレビューの実施 – 自分とチームが目標に対する進捗状況を徹底的に評価する四半期また
は半期のレビューセッションをスケジュールします。これらのセッションを使用して、さらなる
改善が必要な分野を特定し、成功を祝います。

5. 反復と調整 — 得られたインサイトに基づいて、生成 AI の実装を継続的に改善し、必要に応じて
ターゲットを調整します。

このセクションでは、以下のカテゴリのメトリクスについて説明します。

• デプロイ速度

• コード品質

• 運用効率

• チームの生産性と満足度

• ビジネスへの影響

デプロイ速度

以下のデプロイ速度メトリクスを測定することを検討してください。
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メトリクス 説明

市場投入までの時間 アイデアの構想から本番デプロイまでの時間を
短縮する

スプリント速度 チームによってスプリントごとに完了したス
トーリーポイントの増加を追跡する

コードコミット頻度 開発サイクルの加速を示すコードコミットの増
加をモニタリングする

プルリクエストの解決時間 リポジトリ内のコード変更を確認およびマージ
するのにかかる時間の減少を評価する

リリース速度 四半期または年あたりのリリース数の増加を測
定する

コード品質

次のコード品質メトリクスを測定することを検討してください。

メトリクス 説明

欠陥密度 ソフトウェアバグの削減を測定する

コードカバレッジ コードベース全体のテストカバレッジ率の増加
を追跡する

技術的負債 特定された技術的負債の経時的な減少をモニタ
リングする

静的コード分析スコア 自動分析ツールに基づいてコード品質の改善を
評価する

運用効率

以下の運用効率メトリクスを測定することを検討してください。
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メトリクス 説明

デプロイ頻度 成功したデプロイの数の増加を測定する

平均復旧時間 (MTTR) システム障害からの復旧にかかる時間の削減を
追跡する

変更失敗率 デプロイの失敗につながる変更の割合の減少を
モニタリングする

チームの生産性と満足度

以下のチームの生産性と満足度のメトリクスを測定することを検討してください。

メトリクス 説明

生産性の向上 各タスクの生産性の向上率をモニタリングする

満足度スコア 定期的なアンケートを実施して、チームの士気
と仕事への満足度の向上を評価します。

ナレッジ共有の効率 チームが情報の検索や反復的な質問に費やす時
間の削減を測定する

オンボーディング時間 新しいチームメンバーが生産性を上げるために
必要な時間の減少を追跡する

ビジネスへの影響

以下のビジネスへの影響メトリクスを測定することを検討してください。

メトリクス 説明

機能の採用率 リリースした新機能によるユーザーエンゲージ
メントの増加を測定する
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メトリクス 説明

顧客満足度スコア ユーザーのフィードバックと評価の改善を追跡
する

収益への影響 (直接的および間接的) リリース速度の向上または生産性の向上に起因
する収益の増加を評価する
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結論
この戦略ドキュメントでは、生成 AI を活用したソフトウェア開発エクスペリエンスの概要を説明し
ます。55-Iフレームワークの 5 つのディメンションである、調査、統合、対話、反復、影響について
説明します。これらのディメンションは、ソフトウェア開発ライフサイクル (SDLC) 全体で生成 AI 
を統合するための戦略的ロードマップを提供します。また、このフレームワークを正常に実装するた
めに必要な基本的な機能についても説明します。機能は、プロジェクト管理、DevSecOps、AI アシ
スタント、ナレッジ管理などの分野にまたがります。生成 AI を統合する際に考慮すべきベストプラ
クティスを提供し、メトリクスを使用して生成 AI がソフトウェア開発エクスペリエンスに与える影
響を測定するのに役立ちます。

生成 AI をソフトウェア開発プロセスに統合することは、イノベーションを加速し、品質を向上さ
せ、生産性を高める可能性のあるパラダイムシフトを表しています。ただし、これは 1 回限りの実
装ではないことを認識することが重要です。これは、持続的な労力と継続的な改良を必要とする継続
的な進化です。

このジャーニーを開始するときは、まず組織の現在の機能と準備状況を徹底的に評価することをお勧
めします。AWS 評価ツールは AI を活用したソフトウェア開発評価ツールで、優先度の高い分野を
特定し、カスタマイズされた実装ロードマップを作成するのに役立ちます。

リソース

主要な優先順位領域を特定したら、以下のリソースがロードマップの実装に役立ちます。

AWS ドキュメント

• Amazon Bedrock を使用して AWS インフラストラクチャオペレーションを自動化する (AWS 規範
ガイダンス）

• インラインコード生成とアシスタントコード生成のための Amazon Q Developer のベストプラク
ティス (AWS 規範ガイダンス）

• Amazon Bedrock エージェントとナレッジベースを使用して、完全に自動化されたチャットベース
のアシスタントを開発する (AWS 規範ガイダンス）

• 生成 AI AWS を使用した でのアプリケーション開発およびメンテナンス運用モデルの変換 (AWS 
規範ガイダンス）

• Amazon Q Developer をコーディングアシスタントとして使用して生産性を高める (AWS 規範ガイ
ダンス）
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https://a2t.accelerate.amazonaws.com/assessments/create
https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/patterns/automate-aws-infrastructure-operations-by-using-amazon-bedrock.html
https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/best-practices-code-generation/introduction.html
https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/best-practices-code-generation/introduction.html
https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/patterns/develop-a-fully-automated-chat-based-assistant-by-using-amazon-bedrock-agents-and-knowledge-bases.html
https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/patterns/develop-a-fully-automated-chat-based-assistant-by-using-amazon-bedrock-agents-and-knowledge-bases.html
https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/strategy-transform-adm-operating-model-gen-ai/
https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/patterns/use-q-developer-as-coding-assistant-to-increase-productivity.html
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AWS ブログ投稿とチュートリアル

• Amazon Q ブログ記事

• Amazon Q でソフトウェア開発ライフサイクルを加速する (AWS ブログ記事）

• ソリューションアーキテクト AI エージェントの構築 AWS : Amazon Bedrock を活用してアーキテ
クチャとデプロイを自動化する (AWS ビデオ）

• 生成 AI を活用したテクノロジーオペレーション (AWS ブログ記事）

• Amazon Q Developer を使用して Java アプリケーションをモダナイズする (AWS ブログ記事）

• Amazon Bedrock を使用してソフトウェア開発パイプラインのコードを生成、評価、理解する
(AWS ブログ記事）
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https://aws.amazon.com/blogs/devops/category/amazon-q/
https://aws.amazon.com/blogs/devops/accelerate-your-software-development-lifecycle-with-amazon-q/
https://aws.amazon.com/awstv/watch/347904f4298/
https://aws.amazon.com/awstv/watch/347904f4298/
https://aws.amazon.com/blogs/machine-learning/generative-ai-powered-technology-operations/
https://aws.amazon.com/blogs/devops/modernize-your-java-application-with-amazon-q-developer/
https://aws.amazon.com/blogs/machine-learning/use-amazon-bedrock-to-generate-evaluate-and-understand-code-in-your-software-development-pipeline/
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ドキュメント履歴
以下の表は、本ガイドの重要な変更点について説明したものです。今後の更新に関する通知を受け取
る場合は、RSS フィード をサブスクライブできます。

変更 説明 日付

初版発行 該当しない 2025 年 4 月 18 日
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https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/strategy-accelerate-software-dev-lifecycle-gen-ai/strategy-accelerate-software-dev-lifecycle-gen-ai.rss
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翻訳は機械翻訳により提供されています。提供された翻訳内容と英語版の間で齟齬、不一致または矛
盾がある場合、英語版が優先します。
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